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・・・自転車市民権獲得登頂ルート「クローズド＆オープン」の提案・・・ 
＊ 

ご協力のお願い 
* 

自転車市民権獲得登頂ルート『クローズド＆オープン』は、 
警察も黙認する「町の道」を得意とする「ＴＨＴ２６」を手にしたからこそ提案できるルートです。  

 

もちろん「街道」「山道」「町の道」の網羅も必要ですが、 
ファストラン・ブルベ（街道）も、ＭＴＢラリーレイド（山道）も、日本の実情では、  

かなり濃いグレーゾーンに分類されます。 
 

そのため一様に企画を進めるには無理があり、 
既に助成金が決定し準備中のものから、等身大企画でハードルの低いもの、  

そして多くの協力者を必要とし希望的展開の域を脱しないものまで、 

多様性タイムラグの発生を前提に、山口先行実施と全国展開を織り交ぜたルートを模索したいと思います。  
 

また他の交通へのリスペクトも含むサイクリングフォアオールの理念で色々な「＜：不連続」と「≦：連続」を分析し、 
サイクリングネットワークを再構築するための人材交流と人材育成も目的としています。  

 

つきましては、シェリフ級ライセンス保持者所属地域貢献型マルチサイクリングクラブの可能性を探る、 
各方面からの有志を交えたタスクフォース的な展開へ向け、 

ユーザー、ショップ、地域、関係団体を問わず、下記項目に様々なご理解ご協力をお願い致します。  
 

２０１８年７月１０日 

コースクリエイト山口＆いわくに研究会 企画担当 ／ 石丸英明 

いわくに研究会事務局／〒740-0044 岩国市通津 1951-10 

Tel.090-5573-9372 Fax.03-6368-4661 E-mail nqa50755@nifty.com 

 

＝＝記＝＝ 
＊ 

（１）自転車さんぽ◆毛利チャレンジ 【町の道／山口】 ２０１８秋 
「ＴＨＴ２６」をよりポピュラーにするためにオール山口の協力が必要です。人材協力、集客協力、相互協力、等々で、地域貢献型ＭＣＣの基礎を作りましょう！ 

＊ 

（２）ＭＴＢデュアルミーティングプレイベント 【山道／全国】 ２０１８秋 
「ＭＴＢ耐久レースの価値」の再確認と、今後の展開のための呼び掛けをする。出来れば「Ｒ＋Ｔ＋Ｗ」のシミュレーションも行いたい。そのバックアップパートナー急募！ 

＊ 

（３）羅漢スターリッジトレイル 【山道／山口】 ２０１９春 
「ＭＴＢリバティフィールド」は、ＭＴＢパークとオープンフィールドの中間。地元の理解を得て道普請とセキュリティを確立。その後の利活用のパートナーを求む！ 

＊ 
（４）マルチトレジャーハント錦川 【ザッピング／山口】 ２０１９春 
「錦川流域地域資源マップ」の作成と、その有効利用を考えるキッカケのマルチトレジャーハント。エリアやネットワークやジェネレーションを超えた連携を模索！ 

＊ 
（５）ＢＡＡカップ萌黄＆のラリーデイ 【町の道／全国】 ２０１９春／秋 
「日常利用とスポーツ利用の接着剤」を名乗るには、町の自転車屋さんでも扱える内容が条件。年齢性別車種不問、主催者の大小を選ばず、地域資源との親和性も高

いＴＨＴ２６は正にそのための自転車遊び。しかし、仕込みには一定のクオリティが要求され、そのノウハウ移植先希望者に名乗り出て欲しい！ 
＊ 

（６）山口ブルベ・スペシャルデイ 【街道／山口】 ２０１９春～秋 
「走り出したら自己責任」と「荷物搬送フォローサービス」。相反するような、旅先でのファストランを楽しむための斬新奇抜な一工夫！ノウハウを一緒に蓄積しましょう！ 

＊ 
（７）ＭＴＢデュアルミーティングＲＣＡＪトーナメント予選 【山道／全国】 ２０１９春～秋 
「ＭＴＢ耐久レースの弱点」は、周回遅れ混走でトップ争いが分かり辛いこと。しかし緩いレギュレーションで、等身大運営とも言える。まずは連携を呼び掛ける体制作り！ 

＊ 
（８）ＳＢＡＡ認定ナショナルブルベ１００×１００ 【街道／全国】 ２０１９夏～秋 
「１００×１００」は、２００５年に仕掛けたものの、ナショナルブルベという発想はなかった。当時、ＪＣＡとは距離があり、自転車協会は雲の上だった。しかしその後、ＴＨＴ２６

でＪＣＡの扉を叩き、下関サイクルマラソン経由サイクルエイドジャパンで自転車協会に急接近し、課題は多いものの公的な認定組織も夢ではない。  
＊ 

（９）ＭＴＢデュアルミーティングＲＣＡＪトーナメント・ブロック＆ファイナル 【山道／全国】 ２０２０春～秋 
「クローズド＆オープンの原点」は、ＭＴＢラリーレイドの断念時にあります。類似のアドベンチャーレースのＭＴＢパートで林道を走る様子がニュースになり、翌年、その区

間はＭＴＢを押すことに！？ＭＴＢ遊びの片翼を失った瞬間です。そこで考えたのが、クローズドサーキットでの耐久レースをメインイベントとし、オープンロードでの里山

ラリーレイドをサブメニューとする、「レース＋ツーリング」型のイベントです。その例が日本最大級のＭＴＢイベントとして、日本のＭＴＢシーンを牽引しています。  
＊ 

（１０）ワークショップ in ブロック大会 【山道／全国】 ２０２０春～夏 
「ＭＴＢの山道走行問題」は、単独イベントで手に負えません。ここまで言えば分かると思いますが、複数のイベントを連携して、ワークショップを開きましょう。 

＊ 
（１１）タスクフォース in ファイナル大会 【街道・山道・町の道／全国】 ２０２０秋 
「ＲＣＡＪ決勝大会」は、ＭＴＢ団体、サイクリング団体、競技団体、そして業界や内外の自転車メーカーが運営に携わるイメージです。ご理解ご協力をお願いします。  

＊ 

※尚、（１）（３）（６）の山口先行実行以外は、希望的展開案の域です。 
＊ 

▼当内容掲載ページ／各資料へのリンクあり！▼ 

http://bikejoy.web.fc2.com/JCP/CKYP7_RCAJ.htm 
 

http://bikejoy.web.fc2.com/JCP/CKYP7_RCAJ.htm

